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受付期間

11 月 1日（金）
～ 29日（金） 土・日・祝日を除く

8：30 ～ 17：15

令和 2 年度

放課後児童教室

入所児童募集
問 学校教育課　☎ 055-948-1444

【
対
象
】

　

 

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
市
内
の

小
学
校
に
就
学
し
て
い
る
新
年

度
に
１
〜
４
年
生
に
な
る
児

童
。
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か

に
該
当
す
る
と
き
は
、
低
学
年

（
１
・
２
年
生
）
児
童
の
入
所
に

問
題
が
な
い
場
合
に
お
い
て

５
・
６
年
生
で
も
入
所
で
き
る

も
の
と
す
る
。

○ 
通
学
距
離
が
お
お
む
ね
４
㎞
を

超
え
る
遠
距
離
で
あ
り
、
徒
歩

で
の
通
学
が
困
難
で
あ
る
と
き

○ 

弟
や
妹
が
放
課
後
児
童
教
室
に

入
所
し
て
い
る
ま
た
は
入
所
見

込
み
の
場
合
で
、
５
・
６
年
生

の
兄
、
姉
が
同
時
に
教
室
を
利

用
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る

と
き

○ 

そ
の
他
、
保
護
者
の
勤
務
体
系

や
災
害
復
旧
対
応
な
ど
の
理
由

に
よ
り
、
特
に
利
用
の
必
要
性

が
高
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き

【
入
所
で
き
る
要
件
】

　

 

児
童
の
保
護
者
お
よ
び
同
じ
敷

地
内
の
祖
父
母
（
令
和
２
年
４

月
１
日
現
在
で
65
歳
未
満
）
が

次
の
①
〜
⑤
の
い
ず
れ
か
の
事

情
で
下
校
時
に
児
童
を
保
育
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら

れ
る
場
合

① 

自
宅
の
外
で
働
い
て
い
る
（
１

日
に
13
時
〜
15
時
を
含
む
４
時

間
以
上
、
月
15
日
以
上
勤
務
）

※ 

求
職
活
動
中
も
入
所
可
能
。
た

だ
し
猶
予
は
１
カ
月
間
。

② 

家
庭
で
児
童
と
離
れ
て
日
常
の

家
事
以
外
の
仕
事
を
し
て
い
る

（
１
日
に
13
時
〜
15
時
を
含
む
４

時
間
以
上
、
月
15
日
以
上
勤
務
）

③ 

病
気
や
負
傷
、心
身
の
障
が
い
、

出
産
（
出
産
予
定
月
の
２
カ
月

前
か
ら
出
産
月
の
翌
月
か
ら
２

カ
月
以
内
お
よ
び
そ
の
後
の
求

職
期
間
３
カ
月
）

④ 

家
庭
内
で
長
期
に
わ
た
る
病
気

の
人
や
、
心
身
に
障
が
い
の
あ

る
人
の
看
護
を
し
て
い
る

⑤ 
火
災
、
風
水
害
、
地
震
な
ど
の

災
害
復
旧
に
あ
た
っ
て
い
る

【
負
担
金
】

▼
保
育
料
／
月
額
５
，０
０
０
円

▼
お
や
つ
代
／
月
額
２
，０
０
０
円

▼
傷
害
保
険
料
／
年
額
８
０
０
円

　
　
　
　
　
　
　
（
予
定
）

【
開
所
時
間
】

▼ 

月
〜
金
曜
日

　

放
課
後
〜
18
時
30
分

▼ 

土
曜
日
、
夏
・
冬
・
春
休
み

　

７
時
30
分
〜
18
時
30
分

※ 

日
曜
日
・
祝
日
、
８
月
13
日
〜

15
日
（
予
定
）、
12
月
28
日
〜

１
月
３
日
は
休
み

【
必
要
書
類
】

　

 

学
校
教
育
課
、
各
放
課
後
児
童

教
室
、
市
民
課
、
各
支
所
に
あ

る
次
に
掲
げ
る
申
請
書
類
で
、

期
限
ま
で
に
学
校
教
育
課
に
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

① 

放
課
後
児
童
保
育
承
認
申
請
書

兼
児
童
台
帳

② 

入
所
要
件
が
確
認
で
き
る
書
類

（
就
労
証
明
な
ど
：
事
業
主
な

ど
の
証
明
が
必
要
）

③
調
査
承
諾
書

④
口
座
振
替
依
頼
書

⑤ 

戸
籍
謄
本（
父
子
・
母
子
家
庭

の
場
合
）（
コ
ピ
ー
で
も
可
）

【
そ
の
他
】

▼ 

現
在
入
所
し
て
い
る
児
童
も
、

令
和
２
年
度
に
引
き
続
き
入
所

希
望
す
る
場
合
に
は
、
新
た
に

申
請
が
必
要
で
す
。

▼ 

受
付
期
間
終
了
後
も
随
時
受
け

付
け
ま
す
が
、
受
付
期
間
中
の

申
請
を
優
先
し
ま
す
。

▼ 

応
募
多
数
の
場
合
、
低
学
年
優

先
で
、
抽
選
を
行
う
場
合
が
あ

り
ま
す
。

放 課後児童教室とは／労働などで保護者が
日中家庭にいない小学生に対し、放課後、
安定した「遊び」と「生活の場」を提供
する場です。勉強の指導は行いません。

放課後児童教室名 定数

長岡南小学校放課後児童教室 70 人

長岡南小学校第二放課後児童教室 40 人

長岡北小学校放課後児童教室 40 人

韮山小学校放課後児童教室 70 人

韮山小学校第二放課後児童教室 50 人

韮山南小学校放課後児童教室 60 人

子育て支援施設すずかけ館（大仁小） 70 人

子育て支援施設第二すずかけ館（大仁小）12 人

子育て支援施設あすなろ館（大仁北小） 45 人

※第一教室と第二教室の選択はできません。

企業誘致が一歩前進！

江間工業用地進出企業 の 工場 が 竣工
＆同社 と 災害協定 を 締結

【企業誘致について】　問 政策戦略課　☎ 055-948-1415
【災害協定について】　問 危機管理課　☎ 055-948-1482

市
の
企
業
誘
致
を
受
け
て
江
間
工

業
用
地
に
進
出
し
た
、
イ
ハ
ラ

サ
イ
エ
ン
ス
（
株
）
静
岡
事
業
所
の
伊

豆
長
岡
工
場
が
完
成
。
８
月
30
日
に
同

工
場
の
竣
工
式
が
開
か
れ
、
関
係
者
が

完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　

江
間
工
業
用
地
は
、
市
が
地
域
経

済
の
活
性
化
や
雇
用
の
創
出
な
ど
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

ワ
ー
ル
ド
跡
地
に
整
備
し
た
も
の
で
、

同
社
が
平
成
29
年
３
月
に
約
７
億
５
，

６
０
０
万
円
で
購
入
し
、
そ
の
後
工
場

建
設
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

同
社
は
都
内
に
本
社
を
置
く
配
管

メ
ー
カ
ー
で
、
高
圧
継
手
で
は
国
内
最

大
手
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
内
か
ら
の
雇
用
も
計
画

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地
域
経
済
の

活
性
化
へ
の
貢
献
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 記念植樹を行いました

竣
工
式
に
先
立
ち
、
市
は
、
同
社

と
「
災
害
時
等
に
お
け
る
施
設

利
用
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
締
結
式
で
は
、
地
震
や
風

水
害
な
ど
が
発
生
し
た
、
ま
た
は
発
生

の
お
そ
れ
が
あ
る
場
合
に
お
け
る
同
工

場
の
施
設
利
用
の
協
力
に
つ
い
て
、
必

要
と
な
る
事
項
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

小
野
市
長
は
「
地
域
防
災
へ
の
協
力

だ
け
で
な
く
、
地
域
経
済
の
活
性
化
に

も
期
待
し
て
い
る
」
と
話
し
、
イ
ハ
ラ

サ
イ
エ
ン
ス
（
株
）
の
長
尾
雅
司
社
長

は
、「
貢
献
で
き
て
嬉
し
い
。
今
後
も

努
力
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

災
害
時
の
協
力
内
容
／

　

①
救
援
物
資
の
受
入
場
所
の
確
保

　

②
輸
送
車
の
停
留

　

③
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
貸
出

　

④
防
災
ヘ
リ
ポ
ー
ト
と
し
て
の
利
用協定書を手にする小野市長と長尾社長

写真提供：イハラサイエンス（株）

◆工場の竣工式が開催

◆同社と災害協定を締結


